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学園の話題

福
岡
歯
科
大
学
令
和
２
年
度

激
励
会
を
開
催

　
医
科
歯
科
総
合
病
院
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
新
病
院
の
開
院
に
あ
わ
せ
、大
幅
に
リ

ニュ
ー
ア
ル
い
た
し
ま
し
た
。こ
の
度
の
リ
ニュ
ー
ア
ル
で
は
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
中
心
と

し
た
デ
バ
イ
ス
か
ら
の
閲
覧
で
も
、使
い
や
す
い
環
境
が
提
供
で
き
る
よ
う
、デ
ザ
イ

ン
や
構
成
を
見
直
し
ま
し
た
。

　
今
後
も
地
域
の
皆
様
や
患
者
の
皆
様
を
は
じ
め
と
し
て
、多
く
の
方
へ
本
学
の
医

療・研
究・社
会
貢
献
の
諸
活
動
を
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
通
じ
て
発
信
し
て
参
り
ま
す
。

　
令
和
2
年
度
ス
チ
ュ
ー
デ
ン
ト・ク
リ
ニ
シ
ャ
ン・リ
サ
ー
チ・プ
ロ
グ
ラ
ム
日
本
代
表

選
抜
大
会
が
開
催
さ
れ
、福
岡
歯
科
大
学
を
代
表
し
て
池
本
梨
央
南
さ
ん（
第
5

学
年
）が
参
加
し
ま
し
た
。

　
本
大
会
は
、全
国
の
歯
科
大
学・歯
学
部
の
代
表
学
生
が
基
礎
部
門・臨
床
部
門

に
分
か
れ
、英
語
で
自
身
の
研
究
成
果
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
も
の
で
、優

勝
者
は
、2
0
2
1
年
7
月
に
米
国
マ
サ
チ
ュー
セ
ッツ
州
ボ
ス
ト
ン
市
で
開
催
予
定

の
国
際
歯
科
研
究
学
会
米
国
部
会（
A
A
D
R
）学
術
大
会
に
お
い
て
、日
本
代
表

と
し
て
研
究
成
果
を
発
表
し
ま
す
。

　
今
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、例
年
の
大
会
形
式
か

ら
大
幅
に
変
更
さ
れ
、審
査
は
事
前
抄

録・発
表
ビ
デ
オ・発
表
ス
ラ
イ
ド
に
よ
る

第
1
次
審
査
と
、第
1
次
審
査
通
過
者

4
名
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
発
表
・
質

疑
応
答
に
よ
る
第
2
次
審
査
の
2
次
審

査
方
式
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
池
本
さ
ん
は
、疊
屋
有
希
さ
ん（
第
5

学
年
）、 

中
村
麻
衣
さ
ん（
第
3
学
年
）

と
共
同
研
究
し
た
テ
ー
マ「
歯
周
病
原

細
菌
の
増
殖
を
抑
制
す
る
ヒ
ト
口
腔

内
常
在 

微
生
物
の
探
索
と
同
定
／

Screening and identification of 
hum

an oral bacteria that inhibit 
grow

th of periodontal pathogenic 
bacteria

」に
つい
て
発
表
し
ま
し
た
。

福
岡
歯
科
大
学

　
2
0
2
0
年
10
月
24
日
、福
岡
歯
科
大
学
オ
ー
プ
ン

キ
ャ
ン
パ
ス
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。今
年
度
は
、新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、30
組
限
定
と
し
、歯
学

教
育
に
興
味
の
あ
る
高
校
生
や
保
護
者
な
ど
、合
わ
せ
て

48
名
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。入
学
者
選
抜
の
説
明

や
歯
科
医
師
体
験
、施
設
見
学
、模
擬
面
接
な
ど
が
行
わ

れ
、個
別
進
学
相
談
コ
ー
ナ
ー
や
在
学
生
相
談
コ
ー
ナ
ー

で
は
、福
岡
歯
科
大
学
に
お
け
る
学
生
生
活
や
試
験
に
つ

い
て
質
問
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
は
、

「
様
々
な
経
験
を
し
、さ
ら
に
興
味
が
湧
い
た
」「
雰
囲
気
の

良
さ
が
感
じ
ら
れ
た
」な
ど
の
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

福
岡
医
療
短
期
大
学

　
福
岡
医
療
短
期
大
学
で
は
、6
月
か
ら
12
月
ま
で
毎

月
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
を
開
催
し
、歯
科
衛
生
士
に
興

味
の
あ
る
高
校
生
や
保
護
者
な
ど
、延
べ
1
0
0
名
が

参
加
さ
れ
ま
し
た
。試
験
の
説
明
や
歯
科
衛
生
士
の

業
務
に
つ
い
て
の
話
の
ほ
か
、診
察
台
の
操
作
や
指
導

用
模
型
の
作
成
な
ど
歯
科
衛
生
士
体
験
も
行
い
、参

加
者
か
ら
は「
学
校
の
内
容
や
歯
科
衛
生
士
の
必
要

性
等
詳
し
く
理
解
で
き
た
」「
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
見
る
よ
り
も
ず
っ
と
魅
力
的
に
感
じ

た
」な
ど
参
加
し
て
良
か
っ
た
と
喜
び
の
声
が
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。

　
2
0
2
0
年
10
月
28
日
、福
岡
歯
科
大
学 

本

館
講
堂
に
お
い
て
、第
6
学
年
激
励
会
が
執
り
行
わ

れ
ま
し
た
。会
場
で
は
、学
生
全
員
に
お
弁
当
と
マ
ー

ク
シ
ー
ト
用
筆
記
具
セ
ッ
ト
が
配
ら
れ
、水
田
理
事

長
を
は
じ
め
、髙
橋
歯
科
大
学
長
、尾
崎 

正
雄
教
授

（
第
6
学
年
担
当
教
員
）、稲
井 

哲
一朗
教
授（
学
生

部
長
）よ
り
激
励
の
言
葉
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
最
後
に
学
生
を
代
表
し
て
金
丸 

慎
吾
さ
ん
が
合

格
だ
る
ま
の
目
入
れ
を
行
い
、第
6
学
年
の
学
生
た

ち
は
国
家
試
験
合
格
に
向
け
て
さ
ら
に
気
持
ち
を

引
き
締
め
ま
し
た
。

医
科
歯
科
総
合
病
院

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
リ
ニュ
ー
ア
ル

福
岡
歯
科
大
学・福
岡
医
療
短
期
大
学　

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
を
開
催

https://www.fdcnet.ac.jp/hos/URL

スマートフォン版 パソコン版

ス
チ
ュ
ー
デ
ン
ト・ク
リ
ニ
シ
ャ
ン・

リ
サ
ー
チ・プ
ロ
グ
ラ
ム
に

福
岡
歯
科
大
学 

池
本
梨
央
南
さ
ん
が
参
加

▲指導に携わった田中教授、永尾講師とともに
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▲指導に携わった田中教授、永尾講師とともに
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短
期
大
学
教
育
功
労
者

と
し
て
堀
部
学
科
長
が

文
部
科
学
大
臣
か
ら

表
彰
を
受
け
ま
し
た

医
学
教
育
等
関
係
業
務

功
労
者
と
し
て
久
保
歯

科
衛
生
士
リ
ー
ダ
ー
が

文
部
科
学
大
臣
か
ら

表
彰
を
受
け
ま
し
た

学
校
法
人
福
岡
学
園

特
待
生・
奨
学
生
紹
介

学園の話題

福
岡
歯
科
大
学
長
に

髙
橋 

裕
氏
を
再
任

お知らせ

「学校法人福岡学園・福岡歯科大学創立50周年記念募金」実績報告

●募金実績額（2018年7月1日～2020年12月31日ご寄付分）

合計 489件 56,383,000円
学校法人福岡学園・福岡歯科大学創立50周年記念募金のお申し込みについて
お電話にて下記問合せ先にご連絡ください。募金趣意書、払込用紙をお送りいたします。また、「創立50周年特設記念
サイト」からクレジットカードによる募金を行うことができます。

福岡歯科大学佐賀県同窓会よりご寄付をいただきました。
　学校法人福岡学園・福岡歯科大学創立50周年記念募金として、福岡歯科大学佐賀県同窓会よりご寄付をいただき
ました。いただきましたご寄付は、創立50周年記念事業実施のため、大切に使わせていただきます。同記念募金の趣旨
にご賛同いただき、誠にありがとうございました。

　2018年７月より開始しました「学校法人福岡学園・福岡歯科大学創立50周年記念募金」について、多くの方か
らご寄付をいただいており、創立50周年記念サイトに「寄付者ご芳名一覧」を掲載させていただいております。ご
寄付いただきました個人・法人の皆様には厚く御礼申し上げます。

　

堀
部
晴
美 

歯
科
衛
生
学
科
長

が
、文
部
科
学
省「
短
期
大
学
教
育

功
労
者
」の
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　

短
期
大
学
教
育
功
労
者
表
彰
は
、

短
期
大
学
教
育
制
度
が
発
足
し
て

70
年
と
な
る
節
目
に
際
し
て
、短
期

大
学
教
育
に
特
に
功
労
の
あ
っ
た
者

を
文
部
科
学
大
臣
が
表
彰
す
る
も

の
で
す
。

　

堀
部
学
科
長
は
、平
成
9
年
4
月

か
ら
福
岡
医
療
短
期
大
学
に
在
籍

さ
れ
て
お
り
、歯
科
衛
生
学
科
助
手
、

講
師
、准
教
授
を
経
て
、現
在
は
教
授

と
し
て
歯
科
診
療
補
助
、歯
科
予
防

処
置
、歯
科
保
健
指
導
、口
腔
介
護

関
係
な
ど
の
講
義
や
実
習
を
担
当

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

長
年
に
わ

た
る
教
育

へ
の
貢
献
が

評
価
さ
れ

て
、今
回
の

表
彰
に
至

り
ま
し
た
。

　

学
校
法
人
福
岡
学
園
で

は
、特
に
学
業
優
秀
で
あ
り
品

行
方
正
か
つ
健
康
な
学
生
を

特
待
生・奨
学
生
と
し
て
、学
ぶ

意
欲
を
経
済
面
か
ら
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
ま
す
。

　

広
報
誌
1
0
8
号
中
11
ペ
ー
ジ
に
掲

載
い
た
し
ま
し
た「
学
校
法
人
福
岡
学

園
特
待
生・奨
学
生
紹
介
」に
誤
り
が
あ

り
ま
し
た
。関
係
者
各
位
お
よ
び
読
者

の
皆
様
に
は
、大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
い

た
し
ま
し
た
こ
と
を
謹
ん
で
お
詫
び
申

し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、訂
正
記
事
を

掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
広
報
誌
1
0
8
号

　
掲
載
記
事
に
つい
て
の
お
詫
び

○
福
岡
歯
科
大
学
大
学
院

◆
奨
学
生

第
1
学
年

第
2
学
年

第
3
学
年

第
4
学
年

岩
重 

薫
佳 

西
村 

麻
友
子 

宮
原 

慧

森
田 

祥

吉
田 

瑞
姫

竹
山 

光
栄

安
西 

寛
真

大
林 

佑
子

藤
本 

啓
貴

他
一名

　

2
0
2
0
年
12
月
11
日
か
ら
2
0
2
1
年
1
月
31
日
に
か
け
て
、

第
47
回
福
岡
歯
科
大
学
学
会
総
会
・
学
術
大
会（
大
会
長
：
埴
岡 

隆 

福
岡
歯
科
大
学
口
腔
保
健
学
講
座 

教
授
）が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。今

年
度
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
に
配
慮
し
て
、学
会
学

術
大
会
は
、ウ
ェ
ブ
開
催
な
ら
び
に
誌
上
開
催
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
方
式
と

し
、総
会
は
規
模
を
縮
小
し
て
2
0
2
0
年
12
月
24
日
に
福
岡
歯
科

大
学
講
堂
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
新
病
院
と
口
腔
医
学
を「
つ
な
ぐ
」研
究
を
考
え
る
」を
テ
ー
マ
と
し

た
今
大
会
で
は
、シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
ほ
か
、「
歯
科
医
師
と
し
て
公
衆
衛
生

に
貢
献
で
き
る
こ
と
」と
題
し

た
教
育
講
演
会
が
ウ
ェ
ブ
上
で

配
信
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、今
回
の
学
会
賞
に
は

池
本 

梨
央
南
氏（
口
腔
歯
学

部
第
5
学
年
）と
中
村 

麻
衣

氏（
口
腔
歯
学
部
第
3
学
年
）

が
選
ば
れ
ま
し
た
。ま
た
、優

秀
論
文
賞
に
は
堤 

貴
司
氏

（
福
岡
歯
科
大
学
／
訪
問
歯

科
セ
ン
タ
ー
／
講
師
）、奨
励

論
文
賞
に
は
濵
中 

一
平
氏（
福

岡
歯
科
大
学
／
有
床
義
歯

学
分
野
／
講
師
）が
選
ば
れ

ま
し
た
。

第
４７
回
福
岡
歯
科
大
学
学
会  

総
会・学
術
大
会

学園の「ひと」

　

福
岡
歯
科
大
学
長
の
任
期
が
令
和

3
年
1
月
31
日
で
満
了
と
な
る
こ
と
に

伴
い
、令
和
2
年
12
月
15
日
開
催
の
第

5
5
6
回
理
事
会
の
議
を
経
て
、髙
橋 

裕
氏
の
再
任
を
決
定
い
た
し
ま
し
た
。任

期
は
令
和
3
年
2
月
1
日
か
ら
令
和
6

年
1
月
31
日
ま
で
と
な
り
ま
す
。

（
略
歴
）昭
和
56
年
に
福
岡
歯
科
大
学

歯
学
部
を
卒
業
、平
成
元
年
に
歯
学

博
士
を
取
得
し
、福
岡
歯
科
大
学
助

手
、講
師
、助
教
授
を
経
て
、平
成
15

年
3
月
に
福
岡
歯
科
大
学
有
床
義

歯
学
分
野
教
授
に
就
任
。平
成
30
年

2
月
か
ら
は
第
11
代
福
岡
歯
科
大
学

長
に
就
任
し
、現
在
に
至
る
。福
岡
歯

科
大
学
医
科
歯
科
総
合
病
院
副
病

院
長
、福
岡
歯
科
大
学
学
生
部
長
、学

校
法
人
福
岡
学
園（
旧
福
岡
歯
科
学

園
）評
議
員
な
ど

を
歴
任
。

　

久
保
美
由
紀 

歯
科
衛
生
士

リ
ー
ダ
ー
が
、文
部
科
学
省「
医
学

教
育
等
関
係
業
務
功
労
者
」の

表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　

医
学
教
育
等
関
係
業
務
功
労

者
表
彰
は
、医
学
又
は
歯
学
に
関

す
る
教
育
、研
究
若
し
く
は
患
者

診
療
等
の
補
助
的
業
務
に
関
し
、

顕
著
な
功
労
の
あ
っ
た
方
々
を
毎

年
文
部
科
学
大
臣
が
表
彰
す
る

も
の
で
す
。

　

久
保
歯
科
衛
生
士
リ
ー
ダ
ー

は
、長
年
に
わ
た
り
福
岡
歯
科

大
学
医
科
歯
科
総
合
病
院
に
て

業
務
に
従
事
し
、そ
の
功
労
が
顕

著
で
あ
り
、他
の
模
範
と
な
っ
て

い
る
こ
と

が
評
価

さ
れ
て
、

今
回
の

表
彰
に

至
り
ま

し
た
。




